
要 約  
 

第 1章  序 論  

本 論 文 で は 、 c r o s s m o d a l  a t t e n t i o n（ 異 な る 感 覚 間 で の 注 意 の 相 互 作 用 を 指 す 用

語（ 宮 内 ,  1 9 9 7））の 機 能 の 中 で も 、特 に 3次 元 空 間 内 で の 視 聴 覚 間 の c r o s s m o d a l  

l i n kに 注 目 し て 研 究 を 行 っ た 。 3次 元 空 間 内 で の 視 聴 覚 間 の c r o s s m o d a l  l i n kと は 、

こ こ で は「 視 覚 的 注 意（ あ る い は 聴 覚 的 注 意 ）が 前 方 へ 向 い た と き 、聴 覚 的 注 意

（ あ る い は 視 覚 的 注 意 ）も 前 方 へ 向 く 」こ と を 指 す 。本 論 文 で は 、こ の 空 間 に お

け る 視 聴 覚 間 の c r o s s m o d a l  l i n kの 働 き が 、 基 礎 的 実 験 と 応 用 的 実 験 の 双 方 に お い

て ど の よ う に 機 能 す る の か に つ い て 検 討 し た 。 こ の c r o s s m o d a l  l i n kの 働 き を 明 ら

か に す る こ と に よ り 、様 々 な 視 聴 覚 信 号 を 提 示 す る 機 器 類 に 囲 ま れ て 暮 ら す 私 た

ち の 注 意 特 性 を 包 括 的 に 捉 え る こ と が で き 、ま た 、機 器 の デ ザ イ ン に 対 す る 提 言

を 行 う こ と が で き る と 考 え た 。  

 

第 2章  研 究 1    実 験 1 視 覚 的 注 意 は 音 源 定 位 に 影 響 を 及 ぼ す の か ？  

 実 験 1に お い て 、 実 験 協 力 者 は 、 R S V P（ R a p i d  S e r i a l  V i s u a l  P r e s e n t a t i o n） 課 題

を 模 擬 し た 視 覚 課 題（ 連 続 し て 提 示 さ れ る 英 字 の う ち 、 Xが 提 示 さ れ た と き 、で

き る だ け 速 く 正 確 に 反 応 す る 課 題 ）と 聴 覚 課 題（ 前 方 、あ る い は 後 方 か ら 提 示 さ

れ る 音 源 に 対 す る 前 後 判 断 （ 音 源 定 位 ） 課 題 ） を 同 時 に 遂 行 す る 必 要 が あ っ た 。

そ の 結 果 、 以 下 の 点 が 示 さ れ た 。  

 

①  二 重 課 題 （ 遅 ） 条 件 （ 視 覚 課 題 難 易 度 が 低 い 条 件 で の 二 重 課 題 ） で は 、

前 方 か ら 聴 覚 タ ー ゲ ッ ト を 提 示 さ れ た 場 合 、 後 方 か ら 提 示 さ れ た 場 合 よ り も

反 応 時 間 が 短 く な っ た 。  

②  二 重 課 題 （ 速 ） 条 件 （ 視 覚 課 題 難 易 度 が 高 い 条 件 で の 二 重 課 題 ） で は 、

後 方 か ら の 聴 覚 タ ー ゲ ッ ト を 前 方 か ら 提 示 さ れ た と 誤 知 覚 す る エ ラ ー が そ の

逆 の エ ラ ー よ り も 高 く な っ た 。 ま た 、 視 覚 タ ー ゲ ッ ト に 対 す る 反 応 時 間 も 、

先 行 し た 聴 覚 タ ー ゲ ッ ト が 前 方 か ら 提 示 さ れ た 場 合 、 後 方 か ら 提 示 さ れ た 場

合 よ り も 有 意 に 反 応 が 速 く な っ た 。  

 

 



以 上 の 結 果 か ら 空 間 に お け る c r o s s m o d a l  l i n kの 働 き に 関 し 、 以 下 の 考 察 が で き

た 。  

a )  視 聴 覚 刺 激 間 の 物 理 的 空 間 距 離 の 近 接 性 が 、 視 覚 課 題 、 あ る い は 聴 覚 課 題 の

パ フ ォ ー マ ン ス を 改 善 さ せ る  

b )  前 方 に 対 す る 視 覚 的 注 意 が 、 前 後 の 音 源 定 位 に 影 響 を 与 え る  

 

第 3章  研 究 1    実 験 2 音 の デ ザ イ ン の 変 更 は パ フ ォ ー マ ン ス を  

変 化 さ せ る か ？  

第 2章（ 実 験 1）で 見 ら れ た 結 果 を 受 け 、第 3章 で は 、音 の デ ザ イ ン（ 課 題 変 更 ：

音 源 定 位 課 題 か ら 単 純 反 応 課 題 ・ 音 源 刺 激 変 更 ： 純 音 か ら 白 色 雑 音 ） を 変 更 し 、

同 様 の 傾 向 が 見 ら れ る の か に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の 点 が 示 さ れ た 。 

 

①  視 覚 課 題 難 易 度 に 関 わ ら ず 、 先 行 し た 聴 覚 タ ー ゲ ッ ト が 前 方 か ら 提 示 さ

れ た と き 、 後 方 か ら 提 示 さ れ た と き よ り も 視 覚 ミ ス 率 が 有 意 に 低 く な っ た 。  

②  二 重 課 題 （ 速 ） で は 、 前 方 か ら 聴 覚 タ ー ゲ ッ ト を 提 示 さ れ た と き 、 後 方

か ら 提 示 さ れ た と き よ り も 反 応 時 間 が 短 く な っ た 。  

 

以 上 の 結 果 か ら 、 以 下 の 考 察 が 可 能 と な っ た 。  

a )  聴 覚 課 題 を 変 更 す る と 、 c r o s s m o d a l  l i n kの 働 き は 異 な っ た 影 響 を 示 す  

b )  音 の デ ザ イ ン は 、 視 覚 作 業 と の 相 互 作 用 を 考 慮 し て 、 設 計 す べ き で あ る  

 

第 4章  研 究 2  実 験 3 自 己 関 連 情 報 は 無 視 で き る の か ？  

第 4章 で は 、現 実 場 面 を 想 定 し た 実 験 を 行 っ た 。具 体 的 に は 、「 鉄 道 運 転 士（ 以

下 運 転 士 ）が 、自 分 に 無 関 係 な 無 線 連 絡 を 本 当 に 無 視 で き る の か 」と い う こ と を

調 べ る た め 、次 の よ う な 実 験 を 課 し た 。背 景 に 流 れ る 各 種 の 無 線 連 絡（ 運 転 士 と

指 令 員 間 の 会 話 ） を 無 視 す る よ う に 教 示 さ れ た 状 況 下 で 、 視 覚 課 題 （ 実 験 1、 実

験 2と 同 様 ） と 聴 覚 課 題 （ 高 ・ 低 音 に 対 す る 高 低 判 断 課 題 と そ の 提 示 回 数 を 記 憶

す る 記 憶 課 題 ）の 二 重 課 題 を 遂 行 す る 実 験 で あ っ た 。ま た 、そ の 無 線 連 絡 の 提 示

位 置 は 前 後 一 方 の ス ピ ー カ か ら 提 示 さ れ た 。 そ の 結 果 、 以 下 の 点 が 示 さ れ た 。  

 

 



①  鉄 道 運 転 に 関 し て 重 要 な 無 線 連 絡 が 流 れ る と 、 視 覚 課 題 に 対 す る 反 応 が

遅 延 し た  

②  実 験 後 に 行 っ た 無 線 連 絡 の 内 容 に 関 す る 再 認 課 題 で は 、 前 方 か ら 無 線 連

絡 を 提 示 し た 場 合 、 後 方 か ら 提 示 し た 場 合 よ り も 再 認 率 が 高 く な っ た  

  

以 上 の 結 果 か ら 、 以 下 の 考 察 が 可 能 と な っ た 。  以 上 の 結 果 か ら 、 以 下 の 考 察 が 可 能 と な っ た 。  

a )  運 転 士 は 自 分 に 無 関 係 な 無 線 連 絡 を 無 視 で き な い  a )  運 転 士 は 自 分 に 無 関 係 な 無 線 連 絡 を 無 視 で き な い  

b )  応 用 場 面 で は 、視 聴 覚 間 の c r o s s m o d a l  l i n kの 働 き の 影 響 は 、視 聴 覚 課 題 の 一 時

的 な パ フ ォ ー マ ン ス よ り も 記 憶 作 業 に 現 れ る  

b )  応 用 場 面 で は 、視 聴 覚 間 の c r o s s m o d a l  l i n kの 働 き の 影 響 は 、視 聴 覚 課 題 の 一 時

的 な パ フ ォ ー マ ン ス よ り も 記 憶 作 業 に 現 れ る  

  

第 5章  研 究 2  実 験 4 自 己 関 連 性 の 高 低 が 注 意 に 影 響 を 及 ぼ す の か ？  

第 4 章 （ 実 験 3） で の 結 果 を 受 け 、「 無 線 連 絡 に 対 し て 自 己 関 連 性 の 低 い 実 験

協 力 者 は 、自 分 に 無 関 係 な 無 線 連 絡 を 無 視 で き る の か 」と い う こ と を 調 べ る た め 、

第 4 章（ 実 験 3）と 全 く 同 様 の 課 題 を 大 学 生 に 課 し た 。そ の 結 果 、以 下 の 点 が 示

さ れ た 。  

 

① 無 線 連 絡 の 重 要 性 に 関 わ ら ず 、 視 覚 課 題 パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 は 見 ら れ な

か っ た  

② 再 認 課 題 で は 、前 後 の 無 線 連 絡 提 示 位 置 に 関 わ ら ず 再 認 率 に 変 化 は 見 ら れ な

か っ た  

 

以 上 の 結 果 か ら 、 以 下 の 考 察 が 可 能 と な っ た 。  

a )  無 視 す べ き 音 声 に 対 し て は 、 自 己 関 連 性 が 低 い 場 合 に 限 っ て 無 視 す る こ と が

可 能 で あ る  

b )  c r o s s m o d a l  l i n k の 働 き に よ る 記 憶 作 業 へ の 影 響 は 、 無 視 す べ き 音 声 に ど の 程

度 注 意 を 向 け て い た か に よ っ て 異 な る  

 

 

 

 

 



総 合 論 議  空 間 に お け る c ro s s m o d a l  a t t e n t i o n と は ？  

 総 合 論 議 で は 、 各 実 験 で 見 ら れ た 、 空 間 に お け る c r o s s m o d a l  l i n k の 働 き の 影

響 を 比 較 検 討 し 、 モ デ ル 図 を 考 案 し た 。 そ の 結 果 、 以 上 の 通 り 結 論 付 け た 。  

 

a )  空 間 に お け る c r o s s m o d a l  l i n k の 働 き は 、 聴 覚 課 題 の 種 類 （ 音 源 定 位 ・ 単 純 反

応・高 低 音 判 断 ）や 質（ 白 色 雑 音・純 音 ）に 関 わ ら ず 、ど の よ う な 場 面 で も 生

じ る 可 能 性 が 高 い  

b )  た だ し 、 c r o s s m o d a l  l i n k の 働 き が 、 ど の よ う な 測 度 （ 反 応 の 速 さ や 正 確 さ や

記 憶 課 題 等 ） に 影 響 を 及 ぼ す の か は 、 聴 覚 課 題 の 種 類 や 質 に よ っ て 異 な る  

 


